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研究成果の概要（和文）：脅威認識の形成要因及び過程を明らかにすることを目指した．その結

果，脅威認識の形成には相対的なパワーの増大や、観察する側の国の置かれた相対的な位置に

大きく影響されることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The study sought to identify factors and mechanism by which threat
perceptions form. The study found increase in relative power and power position of the
perceiver strongly influences threat perception.
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１．研究開始当初の背景
国際関係論において、「脅威認識」は主要

な概念で、国家の安全保障、同盟選択に大き
く関わっていると考えられてきた[Stephen
Walt, Origins of Alliances (Ithaca, NY:
Cornell University Press, 1987)]。しかし、
これまで，脅威認識の研究は Robert Jervis,
Perception and Misperception in
International Politics (Princeton, NJ:
Princeton University Press, 1976)を始め、
誤認（misperception）の解明に焦点が当て
られることが多く、脅威認識そのものの源泉
を分析する研究は少なかった。歴史的な事例
をアネクドート的に検討して、脅威認識の概

念の整理をした研究などが散見される程度
である[Klaus Knorr, Historical Dimensions
of National Security Problems (Lawrence,
Kansas: Allen Press, 1976); Raymond
Cohen, Threat Perception in International
Crisis (Madison, Wisconsin: University of
Wisconsin Press, 1979)] 。1990 年代に米国
の国際政治学者らが集まり、重要な概念に関
するこれまでの研究を総覧したところ、「脅
威認識」に関する研究がほとんどなく驚愕し
たという逸話が脅威認識の研究の少なさを
している。

一般に、脅威は「能力」と「意図」の積に
よって評価され、脅威認識が形成されると考
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え ら れ て い る [J. D. Singer,
“Threat-Perception and the Armament
Tension Dilemma” Journal of Conflict
Resolution, 2, No. 1 (1958)]。それでは、能
力と意図が何によって認識（評価）されるの
か、という研究はこれまでほとんどない。歴
史的に見て、急速に台頭する国に対して脅威
感を抱く事例は多い。しかし、国々が反応す
るのは、相対的な総合国力なのか、核心的な
価値を破壊するに足る絶対的な能力なのか、
あるいは能力の変化の速度なのか、など明ら
かになっていない。意図に関しても、特定の
言動、イデオロギー、既存の価値観などが脅
威認識の形成に関係があるのではないか、と
考えられているが、それぞれの要素の影響力
の多寡、関連などについても研究はない。最
近では、民主主義のアイデンティティーと脅
威認識の関係などを考察する研究も現れて
いるが、いまだ脅威認識の形成要因に関する
研究は少数である [Barbara Farnham, “The
Theory of Democratic Peace and Threat
Perception” International Studies
Quarterly, 47 (2003)]。
本研究は、国際関係論の理論的な「空白」

を埋める試みの一環である。

２．研究の目的
本研究の目的は、脅威認識を形成する要因

を特定することである。脅威認識に対する理
解を深めることによって、国際関係の理解を
促進すると同時に、国家間の安定に寄与する
提言を行う学問的基礎を作ることを目指し
た。

具体的な目的としては、
第１には、「脅威認識は何によって形成さ

れるのか？」という設問に答えを出すことで
ある。「脅威」および「脅威認識」は、国際
関係論における重要な概念で、「脅威」は国
家の行動を規定する重要な要素だと考えら
れて来た。しかし、これまで、脅威認識に関
する研究は少ない。国家および個人がどの要
素によって他国（他の主体）を脅威と認識す
るのかについて解明を目指す。

第２には、日米両国の脅威認識の比較など、
いくつかの事例研究を通して、脅威認識を惹
起する要因を明らかにしたい。その際、とく
に相対的な総合国力、その変化、攻撃能力の
保有、特定の言動、などが及ぼす影響につい
て考察する。

３．研究の方法
日本と米国の対中認識、中国の対日、対米

認識などを資料と聞き取り調査によって特
定し、そのデータを用いて下記の仮説の検証
を実施した。検証方法は事例研究である。
（１）相対的なパワーの増加によって脅威認

識は形成される
（２）核心的な価値に損害を与える絶対的な
攻撃能力の取得によって脅威認識は形成さ
れる
（３）米国は総合国力の増加に敏感で、日本
は攻撃能力の増加に敏感である
（４）価値観の影響はパワーの増大が伴う場
合に限って顕在化する
（５）戦略的な依存関係の有無が脅威認識の
形成に影響する

４．研究成果
（１）相対的なパワーの増加による脅威認識
の形成

日本、米国、中国の脅威認識について検討
した結果、相対的なパワーの増加が脅威認識
を形成するという仮説が支持された。ただし、
細かい点では相違が認められた。
①米国は総合国力の増加に敏感である

②日本は攻撃能力の増加に敏感である

（２）絶対的な攻撃能力の取得による脅威認
識の形成

脅威認識の形成において相対的なパワー
の増大と絶対的なパワー（攻撃能力）の増大
のどちらにより敏感に反応するか、を明らか
にするために検証を行った。その結果、まず
相対的なパワーの増大に対して敏感に反応
することが明らかになった。その上で、（１）
で見たように日本は米国に比べて攻撃能力
の増加に敏感に反応し脅威認識を形成して
いた。とくに、南西諸島に対する中国の能力
の増強に敏感に反応していた。ただし、いず
れのケースにおいても絶対的な攻撃能力を
取得する前に増加トレンドに反応する傾向
が観察された。

（３）優勢にある国の脅威認識の形成

優勢にある国の脅威認識の形成には、相対
的なパワーの増大が大きく影響していた。こ
こでも増加トレンドに対して敏感で、差が縮
まる状況において最も敏感に反応する。覇権
国においては、覇権状態が認識されていると
いう条件が満たされた後に、覇権が侵害され
る状況に対してパワーの多寡に関係なく脅
威と認識する傾向が認められた。
（４）劣勢にある国の脅威認識の形成

劣勢にある国の脅威認識は、パワーの変化
によってだけでなく、自国に対する行動や言
説に反応して形成されていた。中国の脅威認
識の場合、パワーの変化そのものよりも米国、
日本の中国に対する行動、言説によって脅威
を評価している傾向が認められた。
（５）戦略的依存関係（戦略的セーフティネ
ット）と脅威認識の形成

日米中の脅威認識の形成には、冷戦の終結
が大きな影響を及ぼしていた。冷戦の終結と
ソ連の崩壊によって起こったパワーの分布



の変化は安全保障上の依存関係を解消し、中
国の対米、対日脅威認識に変化をもたらした。
とくに日米の脅威認識の形成にその影響が
大きかった。米国は冷戦後、日本、ドイツと
いう同盟国、及び中国という半同盟国に対し
て潜在的な競争相手、潜在的な脅威として認
識した。戦略的依存関係の解消によって認識
が変化したと考えられる。

中国の脅威認識についても、冷戦終結とソ
連の崩壊が大きな影響を与えたと示唆され
た。しかし、中国の場合は、ソ連の脅威の減
少が 1984 年ごろから認識されており、それ
に伴って対米、対日認識に変化が生じたこと
が認められた。
（６）本研究成果の含意・意義

脅威認識の形成過程、形成要因に関する本
研究の研究成果は、対外政策、安全保障政策
策定の基礎を提示するものである。
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